
＜一般選抜＞

【総合問題】

早稲田大学政治経済学部

2024年度入試問題の訂正内容

●問題冊子 12ページ： II Figure 2のキャプション

（誤）Yearlyper capital i ncome· 編•

（正）Yearlyper竺庄坦income鵬● ● 

●問題冊子 16ページ： II 4選択肢 (e)

（誤）～improving the everyone's lives. 

（正）～improving everyone's lives. 
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注 意 事 項

試験開始の指示があるまで、問題冊子および解答用紙には手を触れないこと。

問題は2~19ページに記載されている。試験中に問題冊子の印刷不鮮明、ページの落丁・乱丁及び解答

用紙の汚損等に気付いた場合は、手を挙げて監督員に知らせること。

3. 解答はすべて、 HBの黒鉛箪またはHBのシャープペンシルで記入すること。

4. マーク解答用紙記入上の注意

(1) 印刷されている受験番号が、自分の受験番号と一致していることを確認したうえで、氏名欄に氏名を

記入すること。

マーク欄にははっきりとマークすること。また、訂正する場合は、消しゴムで丁寧に、消し残しがな

いようによく消すこと。
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(2) 

マークする時-良い〇悪い〇悪い
----------~ -~ ~ -----l --------------------------------
マークを消す時〇良い〇悪い〇悪い

5. 記述解答用紙記入上の注意

(1) 記述解答用紙の所定欄 (2カ所）に、氏名および受験番号を正確に丁寧に記入すること。

(2) 所定欄以外に受験番号・氏名を記入した解答用紙は採点の対象外となる場合がある。

(3) 受験番号の記入にあたっては、次の数字見本にしたがい、読みやすいように、正確に丁寧に記入する

こと。

数字見本 jol I 1213141516171819 

6. 
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解答はすべて所定の解答欄に記入すること。所定欄以外に何かを記入した解答用紙は採点の対象外とな

る場合がある。

問題冊子の余白等は適宜利用してよいが、どのページも切り離さないこと。

試験終了の指示が出たら、すぐに解答をやめ、箪記用具を置き解答用紙を裏返しにすること。

いかなる場合でも、解答用紙は必ず提出すること。

試験終了後、問題冊子は持ち帰ること。
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I 次の文章を読んで、下記の問い 1~7に答えよ。 (45点）

人々に届けられるべき情報が、必ずしも人々の見たい情報ではない場合に、「人々が見たい情報を選別して届ける」

というインターネットの特徴が社会に不利益をもたらしうる。これは、看過できない問題である。

2004年に公開された、 10年後の未来をあっかった『EP I C2014』という動画がある。このフィクションでは、ア

マゾンとグーグルが合併した Googlezonという企業が、人々のネットワーク、属性、購買行動、関心を元にパーソ

ナライズされたニュースを、自動生成で作成・提供するEPICというシステムを開発し、マスメデイアを駆逐する

未来を描いていた。もちろんアマゾンとグーグルは合併しておらず、 2020年代に至ってもニュース記事は自動生成で

はなく人間の記者によって書かれているなど、いくつかの点で予測は当たっていない。しかし、この動画が提示する

未来が「最良」であり「最悪」であるという指摘、「われわれ自身が望んだもの」であるというメッセージは示唆的

である。 EPICでは、「見識を持つ」一部の読者に対しては、これまでよりも詳細で深く幅広い世界の要約が提供

されることになる一方で、多くの人には、事実ではなく、浅く狭く、煽情的な情報の寄せ集めが提供される。それで

も、 EPICは「自らが関心を持つ情報を提供してほしい」というわれわれの希望に沿ったシステムだというのであ

る。

政治学者のプライアーが2007年に発表した “Post-broadcastdemocracy（ポスト・プロードキャストの民

義）”という著作は、人々の選好に沿っだ情報が提供されることによる影響を、社会調査データを用いて検証したも

のである。この書籍では、民主主義の隆盛が、実は地上波テレビが中心となる特定のメデイア環境に依存したもので

あったという主張が行われている。チャンネル数が限定されており、朝や夕方など特定の時間帯にはどの局もニュー

ス番組を流していたからこそ、少なからぬ人々が、政治ニュースに偶然接触していた。ニュース視聴の目的が天気予

報やスポーツの試合結果にある場合や、「時計代わり」「沈黙を避けるため」という理由でテレビをつけているだけの

場合であっても、自然と人々の目や耳に政治ニュースが飛び込んできた。この視聴行動は、政治ニュースの視聴を目

的としない行動が政治についての知識の獲得につながるという意味で、「［口こ］的政治学習」と呼ばれている。

1950年代から1970年代にかけての地上波テレビが中心となった時代においては、 ［口こ］的政治学習が最低限の政

治知識や関心を下支えすることで、多くの人々が投票に足を運んでいたという。

しかし、アメリカでは1980年代からケーブルテレビ、 1990年代からはインターネットが普及し始め、様相が徐々に

変化し始める。これらのメデイアは選択肢が無数にあり、どんな時間帯であっても、 ドラマ、音楽、スポーツ、アニ

メなど、好きな内容に触れることができる。このような状況において、もともと政治に関心を持たない人々は、政治

ニュースに一切触れずに生活することが可能になる。一方で、政治ニュースに関心を持つ人々は、ケーブルテレビの

ニュースチャンネルやインターネットを駆使することで、より多くの情報を得ることが可能になる。つまり、メデイ

アの選択肢が増えることで、人々の選好が直接的に視聴行動に反映されるようになり、政治との関わりが二極化され

ていったということである。

プライアーはこのことを無作為に抽出された対象者への2回のパネル調査デーダi主 lにもとづいて検証している。

分析の大枠は、回答者の娯楽志向（ニュースよりも娯楽番組を好む志向）を測定し、娯楽志向と政治知識の関連の強

さが、どのようなメデイアを利用しているかによって異なるかを検証するというものである。回答者の娯楽志向が政

治ニュースの回避と直接的に関連してしまうならば、娯楽志向が高いほど政治知識は少なくなる。娯楽志向が高くと

も［ロコ的政治学習を行っているならば、娯楽志向と政治知識の関連は緩やかになる。

娯楽志向については、 SF、コメデイ、 ドラマ、ソープオペラ（メロドラマ）、リアリティ番組、スポーツ、ゲー

ムショー、 ドキュメンタリー、ニュース、ミュージックビデオといった番組ジャンルを例とともに提示し、好きなジ

ャンルと嫌いなジャンルを選択してもらう手法、および「音楽チャンネル」「ニュースチャンネル」「映画と娯楽チャ

ンネル」「スポーツチャンネル」のいずれかを 1か月無料で利用できる場合に、それぞれのチャンネルを契約する確

を回答してもらう手法を組み合わせて測定している。政治知識の測定においては、直近の政治的出来事や人物およ

び政治システムについてのクイズ形式の質問を、 1回目では12問、 2回目では15問出題し、その正解数が分析に用い

られた。

この分析では、 1回目の時点での娯楽志向、メデイア利用、政治知識を含む複数の変数を用いて、 2回目の時点の

政治知識が予測されている。これにより、メデイアに接触することで政治知識を獲得するのではなく、もともと政治

知識が高い人がメデイアに接触するという逆方向の影響を取り除く。 (1)図lは、「ケープルテレビとインターネット

の両方を利用している回答者」「いずれかのみを利用している回答者」「いずれも利用していない回答者」の、娯楽志

向と政治知識の関連についての予測値を図示したものである。また図2は、同様の分析を政治知識ではなく選挙での

投票確率で行った結果である。
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プライアーは、メデイアに関する選択肢の増加により、人々の選好が政治ニュースヘの接触と直接的に結びつくこ

とで起こる人々の政治との関わりの二極化が、アメリカにおける政治的分断の一因であると考えた。人々は［口こ］

的政治学習によって最低限の政治知識を獲得することで、投票に足を運んでいた。このような投票者は多くの場合、

中間的な意見を持つ浮動票であったと考えられる。一方で、 ［口こ］として政治情報を得るのではなく、自らの選

好に沿って政治ニュースに接触する人々は強い政治的意見を持つ可能性が高い。 ［口こ］的政治学習が失われるな

らば、政治と関わり続ける人々の多くは強い意見を持つ者で占められるようになり、そのような有権者の支持を集め

るため、政治家は極端な主張を行うようになるというのである。政治の二極化と分断が、 ［口こ］的政治学習の減

少によってどこまで生じているのかぱ慎重に判断する必要があるが、メデイア環境における有権者の選択肢が増加し

ていることは事実であり、またアメリカにおける政治の二極化と分断がますます深刻になっていることから、プライ

アーの問題提起ぱ注目に値すると言える。
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著者と小林哲郎は、プライアーの議論が日本にどこまで当てはまるのかを考えるうえで、ヤフー・ジャパンという

圧倒的シェアを誇るポータルサイト注2が日本に存在することに注目した。

ヤフー・ジャパンのトップページには 8本のニュース（ヤフー・トピックス）が掲載されるが、この記事の選択は

データ分析によって自動的に行われるものではなく、人の手を介して行われる。そこでは、パーソナライゼーション

は行わず、すべてのユーザーに同じ記事が表示される。そして、「上半分には政治・経済・国際ニュースといったハ

ードニュースを表示する」というルールが存在する。たとえ記事をクリックしなかったとしても、ヤフー・ジャパン

にアクセスすれば、 8本のニュースの見出しが目に入るであろう。したがって、人々の選好とは無関係に政治ニュー

スを表示するヤフーヘのアクセスは、マスメデイアと同様に［口こ］的政治学習を生じさせると考えられるのであ

る。

この仮説を検証するために2009年と2010年に2つの調査が行われた。これらの調査においては、娯楽志向は「ワイ

ドショーの視聴頻度＋娯楽番組の視聴頻度」を「新聞購読頻度＋NHKニュース視聴頻度＋ワイドショーの視聴頻度

＋娯楽番組の視聴頻度」で除するという形で測定された。つまり、メデイア接触全体のうち娯楽番組への接触が占め

る割合が高ければ、その回答者は娯楽志向が強いと判断される。政治知識については、プライアーが用いたようなク

イズ形式の質問を用いた。 2つの調査で測定法が異なるのは、ポータルサイトヘの接触である。 2009年の調査では、

ポータルサイトヘの接触の有無を回答者に直接尋ねたが、 2010年の調査においては、ネットレイティングス株式会社

が取得した実際のアクセス記録データを用いて、回答者がヤフー・ジャパンにアクセスしているかどうかを測定した。

その結果、 2009年の調査では、ポータルサイトを利用していない回答者は、娯楽志向が強いほど政治知識が少ない

という明確な関連が見られるものの、利用している回答者においては、娯楽志向と政治知識のトレードオフが緩やか

であった。図3は2009年の調査における分析結果を図示したものである。実線はポータルサイトを利用している回答

者、破線はポータルサイトを利用していない回答者における娯楽志向と政治知識の関連の予測を表している。 2010年

の調査でも、ヤフー・ジャパンを利用していない回答者においては、娯楽志向が強いほど政治知識が少ないという明

確な関連が見られるものの、ヤフー・ジャパンを利用している回答者においては、そのようなトレードオフは見られ

なかった。

図3 娯楽志向と政治知識の関連
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ただし、この研究には問題点もある。 1つは、娯楽志向の測定方法がプライアーの研究とはまったく異なる点であ

り、もう 1つは、ポータルサイトに接触している場合に娯楽志向と政治知識の関連が緩やかになるという結果は示し

ているものの、 ［口こ］を直接的に検証できているわけではないということである。

前者については、著者と社会心理学者の三浦麻子が2014年と2015年に行った調査において、番組のジャンルを列挙

して見たい番組を選択する方法による娯楽志向の測定を行った。その結果、ポータルサイトに接触している場合に娯

楽志向と政治知識のトレードオフが緩やかになるという知見は再現されており、ポータルサイト利用の有無による娯

楽志向と政治知識の関連度の差は、娯楽志向の測定方法に左右されず頑健に見られることが確認された。
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後者については、小林哲郎と経済学者の星野崇宏、社会心理学者の鈴木貴久がフィールド実験による検証を行って

いる。この実験では、普段からヤフー・ジャパンを利用している回答者にヤフー・ジャパンのトップページに表示さ

れるニュースを変更するプログラムをインストールしてもらった。そのうえで、回答者をランダムに 4群に分け、そ

れぞれに政治・国際ニュースといったハードニュースを 0本、 2本、 4本、 6本表示させるように設定した。回答者

には、 2012年12月から2013年3月まで、このプログラムをインストールした状態で通常通りインターネットを利用し

てもらい、実験期間終了後に政治知識を問うクイズヘの回答を求めた。

(2)図4 （問い 4参照）に示したのは、各群の回答者における娯楽志向の者とニュース志向の者（娯楽志向が弱い

者）の実験期間終了後の政治知識数である。この結果を見ると、ハードニュースの表示数が多いほど、娯楽志向であ

っても政治知識クイズの正解数が多くなっており、ニュース志向と娯楽志向の回答者のあいだで政治知識の差が小さ

くなっている。また、この研究ではハードニュースの表示数を変えるプログラムをアンインストールし、実験を終了

した 2か月後の2013年5月にもフォローアップ調査を行っているが、その際にもハードニュースの表示によって娯楽

志向とニュース志向の回答者の政治知識の差を縮小する効果は残存していた。このことから、ポータルサイトに本人

の選好とは関係なくハードニュースを表示させることによって、娯楽志向の人々も政治知識を獲得できることが示唆

されている。

さまざまな事業者によるニュースをまとめて提示するポータルサイトは、ニュースアグリゲーター注3の一種であ

るが、計算社会科学の研究においても、ニュースアグリゲーター経由の接触は、イデオロギー的分断が少なく、イデ

オロギーが異なるサイトヘの接触が多かった。したがって、ニュースアグリゲーターは、政治的立場であれ、娯楽志

向・ニュース志向といったものであれ、人々の選好にもとづく強化がもたらすインターネットの副作用を軽減する働

きを持つと言えるであろう。

これは、ポータルサイトなどのニュースアグリゲーターが、インターネット上のサービスでありながら、以下に述

べるようなマスメデイアとしての特徴を持つがゆえである。 1つ目は、日本におけるヤフー・ジャパンに代表される

ように、利用者の規模が大きい（マス）という点である。 2つ目は、これらのサイトに掲載されている記事の多くは、

テレビ・新聞といった既存のマスメデイア事業者によって作成されたものであるという点である。そして 3つ目は、

個人の選好のみにもとづくパーソナライゼーションによって表示する記事を決定するのではなく、多くの人が知るべ

きだと考えられる重要なニュースをすべてのユーザーに等しく表示しているという点である。

先述した『EPI C2014』の筋書きでは、 Googlezonが開発したニュースアグリゲーターである EPICは、ウェ

ブ上に存在する無数のニュースを元に自動生成によって記事を作成するため、マスメデイア事業者に掲載料を頑なに

支払わない。これに抗議して、ニューヨーク・タイムズ社は著作権法違反として Googlezonを訴えるが、裁判に敗

れたニューヨーク・タイムズ社がウェブ上から撒退する、そんな未来が描かれた。この動画が公開された2004年は、

マスメデイアとインターネットの対立関係が強調されていた時期であり、巨大な力を持つマスメデイアに対してすさ

まじい勢いで切り込む新興勢力のインターネットという構図は、人々の関心を惹くものであったのであろう。しかし、

現代においてその対立構造を過度に強調することは、現実を見誤ることにつながる。

『EP I C2014』は「他の道があったであろう」という言葉で締めくくられるが、現実の2014年もとうに過ぎた今

となって振り返れば、現実の中で「他の道」が示されていることに気づく。 2000年代の中ごろまでは、ブログや市民

メデイアがニュース発信者としてマスメデイアの地位を脅かすかのような言説も存在したが、継続的にジャーナリス

トを育成し、ニュースを発信し続ける既存のマスメデイア事業者の役割を代替する存在とはなりえなかった。結局、

人々のボトムアップによる情報発信のみではメデイアは成立せず、ジャーナリストなどによる取材・執筆と専門家に

よるトップダウンの編集が必要となることは、新しい技術が社会にもたらす変化（もっといえば、新しい技術が作る

未来）について楽観的に描く雑誌『ワイアード (Wired)』を創刊したケヴィン・ケリーですら、認めざるをえなか

った。なお、政治家などのニュース当事者による SNSを通じだ情報発信は盛んに行われているが、これは自らが伝

えたい情報のみを発信する広報であり、たとえば汚職や不祥事などの本人が伝えたくない情報も伝える報道とは異な

る。また、記事の自動生成を行う自然言語処理の技術がいかに進歩したとしても、日々変化し続けるニュースについ

て、人間の手によって書かれた良質なデータが供給され続けない限り、記事を生成し続けることは難しい。

むしろ、 ［ロコは、世論を特定の方向に誘導することを目的とするフェイクニュースを大最に作り出しうると

して警戒されている。記事の質が問われず、人々の注意を惹くことを最大の目的とするフェイクニュースは、

にこ］と相性がいいのである。 ［口こ］は、 ［口こ］に対する脅威になるというより、フェイクニュースという、

仁、 仁三］を問わずニュース発信に関わる媒体が共通して取り組むべき脅威を生み出しうる存在となってい

る。結果的に、ニュースアグリゲーターにとって、 ［口こ］が発信する記事は依然として重要なコンテンツであり

続けている。
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ここで問題となるのは、『EP I C2014』でも焦点があてられたように、マスメデイア事業者にしかるべき対価が

支払われるかどうかである。もし、ヤフーなどのニュースアグリゲーターが記事を買い叩くならば、彼らはジャーナ

リストの育成と記事の作成について、マスメデイアにフリーライドしていることになる。それにより、マスメデイア

事業者が利益を上げることができなくなれば、ポータルサイトなどに掲載される記事の質は低下し、ニュースアグリ

ゲーターも共倒れすることになる。一方で、 (3)しかるべき対価が払われるならば、マスメデイアとインターネットの

共存共栄は可能だ。われわれの利益にかなうのは、後者の道であろう。

（出典：稲増ー憲『マスメデイアとは何か』中公新書、 2022年。問題作成の都合で、一部省略し、また一部表

現を変えたところがある。）

注1:パネル調査とは、同一の調査対象群に対して繰り返し行われる調査を指す。

注2:ポータルサイトとは、インターネットのユーザーが最初にアクセスする「玄関」のようなサイトのこと。検索

やニュース、天気予報など様々なコンテンツが集められている。

注3:ニュースアグリゲーターとは、オンライン上のニュース記事、プログ記事などを集約してユーザー向けに表示

するウェプサービスやアプリのこと。
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1 問題文中の空欄①に当てはまる最も適切な語を以下から 1つ選び、マーク解答用紙にマークせよ。

イ．ゲートキーピング

ロ．副産物

ハ．ステレオタイプ

ー 選択接触

ホ．偏向

ヘ非接触

2 問題文中の下線部(1)にある図 lと図2の説明として適切なものを 2つ選び、マーク解答用紙にマークせよ。

イ．娯楽志向が高いほど政治知識が少ないという関連が強いのは、ケーブルテレビとインターネットの両方を利

用している回答者、インターネットのみ利用の回答者、ケープルテレビのみ利用の回答者、の順である。

ロ．どのようなメディアを利用しているかによっての娯楽志向と投票確率の関連の強さの違いは、娯楽志向が

0.6のあたりではほとんどなくなる。

ハ．ケーブルテレビとインターネットのどちらも利用しない回答者において、娯楽志向が高いほど政治知識が少

ないという関連はほとんど見られない。

二．インターネットを利用する回答者においては、娯楽志向が強いほど投票確率が低いという関連が強くなって

いる。

ホ．ケーブルテレビとインターネットのどちらも利用しない回答者においては、政治知識が多ければ投票確率が

高いという関連がある。

3 問題文中の空欄②に当てはまる最も適切なものを以下から 1つ選び、マーク解答用紙にマークせよ。

イ．娯楽志向の測定方法をプライアーの研究方法に近づけた場合における結果の頑健性

ロ．ポータルサイトを全く利用していない回答者における娯楽志向と政治知識の相関関係

ハ．ポータルサイトにニュースを提供するマスメデイア事業者が適切なニュース掲載料を受け取っているのか

ー ポータルサイトに接触することで、娯楽志向の強い人々であっても政治知識を獲得することができるという

因果関係

ホ．ポータルサイトに表示されるフェイクニュースが娯楽志向の強い人々の政治意識に与える影聾
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4 問題文中の下線部(2)の図 4として最も適切なものを以下から 1つ選び、マーク解答用紙にマークせよ。ただし

図4では、 4つの群の回答者における「娯楽志向の者」と「ニュース志向の者」の、実験後の政治知識数が棒グ

ラフで示されている。

イ．

□ニュース志向 111111娯楽志向

15 

13 

〖識 l ，l 
7 

5 

゜
2 4 6 

8つの記事中のハードニュースの数

ロ

ロニュース志向 11111娯楽志向

15 

13 

< 11

識，
7 

5 

゜
2 4 6 

8つの記事中のハードニュ スの数

Jヽ

□ニュ ス志向 11111娯楽志向

15 

13 

〖識 l，l 
7 

5 

゜
2 4 6 

8つの記事中のハードニュースの数

□ニュース志向 1111娯楽志向

15 

13 

〖識 l，l 
7 

5 

゜
2 4 6 

8つの記事中のハードニュースの数
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5 問題文中の空欄③、④、⑤に当てはまる最も適切な語をそれぞれ以下から 1つずつ選び、マーク解答用紙にマ

ークせよ。

イ．マスメデイア

ロ．記事の自動生成技術

ハ．ジャーナリスト

一 ィンターネット

ホ． SNSを通じだ情報発信

6 政治とメデイアに関する本文中の記述として不適切なものはどれか。以下から 2つ選び、マーク解答用紙にマ

ークせよ。

イ．自らの選好に沿った政治ニュースヘの接触により、政治と関わり続ける人々の中に強い政治的意見を持つ人

が増え、政治家も極端な主張をするようになる。

ロ．ヤフー・トピックスは、人々の選好にもとづくパーソナライゼーションをしておらず、多くの人が知るべき

政治ニュースをすべてのユーザーに等しく表示している。

ハ． 1950年代から1970年代にかけての地上波テレビが中心となった時代においても、地上波テレビによる政治の

二極化と分断が深刻な問題となっていた。

二．メデイアの数が増えると、人々は自分の選好でメデイアに接触するようになり、政治との関わりが二極化さ

れていく可能性がある。

ホ．政治家などのニュース当事者による SNSを通じだ情報発信は、汚職や不祥事など本人が伝えたくない情報

も客観的に伝えており、 SNS時代の報道と言える。

7 下線部（3）の「マスメデイアとインターネットの共存共栄」による「われわれの利益」とはなにか。 110字以内

で記述しなさい。解答は記述解答用紙①に記入しなさい。
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II 次の文章を読んで、下記の問い 1~8に答えよ。 (40点）

※この部分は、著作権の関係により掲載ができません。
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※この部分は、著作権の関係により掲載ができません。
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※この部分は、著作権の関係により掲載ができません。
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※この部分は、著作権の関係により掲載ができません。
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※この部分は、著作権の関係により掲載ができません。
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1 本文中の（ A )の箇所に入る以下の5つの文について、入る順番として最も適切なものに並べ替え、 3番

目と 5番目となる文を、それぞれ選択肢 (a)~(e)の中から 1つずつ選び、マーク解答用紙にマークせよ。

(a) But you would also live in a drafty, uncomfortable castle, and you would likely have multiple 

children die in infancy. 

(b) If you didn't die young on the battlefield, odds are you would die of some now-curable disease 

such as dysentery (which killed English kings John and Henry V), smallpox (which killed 

French king Louis XV and English queen Mary II), or plague. 

(c) Of course, you would have servants, and you'd have the social and political benefits that come 

with being a member of the upper crust. 

(d) Some of us might trade our current lot for that of the baron, but with these risks, many of us 

would not. 

(e) Think about it: would you trade your current life for the life of a wealthy English baron in, say, 

1200? 

2 本文に照らし合わせて、世界の人口のうち極度の貧困の状態にある人々の割合の変化 (1820年から2015年頃ま

で）を示すグラフとして最も適切なものを (a)~(f)の中から 1つ選び、マーク解答用紙にマークせよ。な

おグラフの縦軸は極度の貧困者の割合、横軸は年代を示している。

(a) 

100% 

0% 

(C) 

100% 

0% 

(e) 

100% 

0% 

1820年 2015年

1820年 2015年

1820年 2015年

15 

(b) 

100% 

0% 

(d) 

100% 

0% 

(f) 

100% 

0% 

1820年 2015年

1820年 2015年

1820年 2015年



3 本文中の( B )( C )( D )( E )に入るものとして最も適切な組み合わせを選択肢 (a)~

(f)の中から 1つ選び、マーク解答用紙にマークせよ。

(a) ( B ) sustained -( C ) negative -( D ) temporary -( E ) positive 

(h) ( B ) sustained -( C ) positive -( D ) temporary -( E ) negative 

(C) ( B ) sustained -( C ) positive -( D ) temporary -( E ) positive 

(d) ( B ) temporary -( C ) negative -( D ) sustained -( E ) negative 

(e) ( B ) temporary -( C ) negative -( D ) sustained -( E ) positive 

(f) ( B ) temporary （ C ) positive -( D ) sustained -( E ) negative 

4 本文の内容を示すものとして、最も適切なものを選択肢 (a)~(e)の中から 1つ選び、マーク解答用紙に

マークせよ。

(a) By most measurements, the wealth of the world grew slowly in the past, but it has expanded 

dramatically in the last few decades, with sharp differences between countries resulting from 

periods of growth or stagnation. 

(b) Despite improvements in the overall world economy, many people still live in poverty. Nutrition 

and overall health have improved, but a lack of sustained positive growth has created sharp 

differences in consumption. 

(c) If you lived long ago, you would probably die young, but health conditions are much better now 

because of a reduction in poverty. In the last few years alone, resources made available by 

economic growth have increased wealth all over the world. 

(d) Improvements in the structure of the world economy have brought positive changes to people 

around the world, especially mobility and openness of opportunity, resulting in a general 

increase in wealth. 

(e) Most of the world is rich now, and economic growth is the key to improving the everyone's lives. 

People live longer, there is less chance of getting sick and fewer people have to engage in 

manufacturing to survive. 
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5 以下の表は、ある 3か国（A国、 B国、 C国）における食料品消費バスケットの栄養源（カロリー・ベース）

の内訳と各国におけるそれぞれの食糧品価格（単位：ドル）を示したものである。一人当たりの年間推定所得が、

A国が7500ドル、 B国が8000ドル、 C国が6000ドルであるとしたとき、各国の生活水準を高いほうから順番に示

したものとして最も適切なものを選択肢 (a)~(f)の中から 1つ選び、マーク解答用紙にマークせよ。

Calories and Prices for Food Consumption Baskets (per capita per year) 

Bread 

Beans (excluding soybeans) 

Meat 

Butter 

Soybeans 

Rice 

Barley and wheat 

Fish 

Buckwheat and others 

Edible oil 

(a) A国、 B国、 C国

(b) A国、 C国、 B国

(C) B国、 A国、 C国

(d) B国、 C国、 A国

(e) C国、 A国、 B国

(f) C国、 B国、 A国

Country A 

15 

550 

1,100 

90 

10 

150 

25 

Calories 

CountryB CountryC 

1,400 

160 160 

175 180 

205 

1,350 

5 

5 

5 

235 
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1. 5 

0.3 0. 5 1. 1 

3.2 2.5 

6. 5 

10 

2 1. 5 

0.2 0. 1 

0.5 0. 1 

0.5 0. 1 

0. 1 0.5 



6 以下は、ある 4か国 (W国、 X国、 Y国、 Z国）の工業化時代における都市化の進展と平均身長の推移を示し

たグラフである。なお、グラフの横軸はそれぞれの国の工業化中期にあたる20年間の都市化率の変化最、縦軸は

その間の平均身長の変化最を示している。本文の主張と関連して、このグラフの解釈として最も適切なものを選

択肢 (a)~(f)の中から 1つ選び、マーク解答用紙にマークせよ。

2.5 

2 

1. 5 

0.5 

こ Z—国I 一(—l•870•一—l•890年）

二 X国一(—1-850-—北890年）

ー
⑮
ー

0

5

1

5

2

5
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0

1

2
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―

 

= ¥-国一紆---840w-1|[部―0tl年•8f)0）了20年う
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ー． ー

ー

3ー 15 t
>
|
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1

-
9ーー 2il 23 25 

(a)工業化は急速な都市化と平均身長の上昇をもたらした。

(b) 1860年以前に工業化が始まった国では、平均身長が低下した。

(C)都市化が急速に進んだ国では、平均身長に負の影聾がみられた。

(d)都市化に伴う移民流入により、平均身長が上昇した。

(e)都市化による平均身長の低下は人口増加によるものだ。

(f)都市化率の変化最が10ポイントを下回った国では、平均身長が低下した。

7 本文中の( F )に入るものとして最も適切なものを選択肢 (a)~(f)の中から 1つ選び、マーク解答

用紙にマークせよ。

(a) crime rate 

(b) inequality 

(c) leisure time 

(d) life expectancy 

(e) political polarization 

(f) social mobility 

8 本文中の（ G )に入るものとして最も適切な文章を、記述解答用紙①の解答欄に30字以内の日本語で答え

ょ。

-18--



皿 Howis the freedom of individuals connected to a society's fairness? Provide a 

concrete example and one reason that supports your argument. You must write 
your answer in English in the provided box on your written answer sheet.（記述解
答用紙②） （15点）

[END OF TEST] 
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〈2024R 06187011〉

公
心魯 合 問 題
記述解答用紙①

注意

(1) 所定の欄以外に番号・氏名を書いてはならない。

また，解答欄以外には何も書いてはならない。

(2) 解答はすべてHBの黒鉛籠またはHBのシャープ

ペンシルを使用すること。

戸又． 万 千 百 十

験

番
万に

氏

名

（注意） 所定欄以外に受験番号・氏名

を記入してはならない。記入

した解答用紙は採点の対象外

となる場合がある。

〈2024R 06187011〉

品又
万 千 百 十

験

番

号

氏

名

（注意） 所定欄以外に受験番号・氏名

を記入してはならない。記入

した解答用紙は採点の対象外

となる場合がある。

総合問題①

採 点 欄

（この欄に書き入れてはならない）

I 7 

r-----;-----r-----;-----T-----;-----T-----rヽ

20 

40 

60 

80 I 7 

100 

II 8 Il 8 

20 



総合問題
記述解答用紙②

注意

(1) 所定の欄以外に番号・氏名を書いてはならない。

また，解答欄以外には何も書いてはならない。

(2) 解答はすべてHBの黒鉛筆またはHBのシャープ

ペンシルを使用すること。

受

験

番

号

万 I千

〈2024R 06187011〉

百|+ i l 

〈2024R06187011〉

氏

名

（注意） 所定欄以外に受験番号・氏名

を記入してはならない。記入

した解答用紙は採点の対象外

となる場合がある。

受
万 千 百 十

験

番

号

氏

名

（注意） 所定欄以外に受験番号・氏名

を記入してはならない。記入

した解答用紙は採点の対象外

となる場合がある。

総合問題②

採 点 欄

皿 （この欄に書き入れてはならない）

m
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